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令
和
元
年
７
月
13
日
㈯
午

後
４
時
20
分
か
ら
糸
魚
川
市

「
ホ
テ
ル
國
富
ア
ネ
ッ
ク
ス
」

で
、新
潟
県
支
部
総
会
を
出

席
者
６
名
で
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　
会
議
で
は
入
田
支
部
長
が

挨
拶
の
後
に
議
長
を
務
め
、

議
事
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事

①
平
成
30
年
度
事
業
報
告

②
平
成
30
年
度
収
支
決
算

　
及
び
会
計
監
査
報
告

③
令
和
元
年
度
事
業
計
画
案

④
令
和
元
年
度
収
支
予
算
案

⑤
会
則
及
び
内
規
の一部
改
正

⑥
支
部
役
員
の
選
任

   

新
副
支
部
長
　
渡
辺
明
美

   

新
副
支
部
長
　
丸
山
勝
秀

　
各
議
案
に
つ
い
て
審
議

し
、原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
他

　
入
田
支
部
長
よ
り
、副
支

部
長
を
１
名
か
ら
若
干
名
と

し
て
役
員
体
制
の
充
実
を
図

る
こ
と
、ま
た
令
和
２
年
度

の
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
は
新
潟
県

支
部
が
当
番
支
部
に
な
る
の

で
会
場
の
決
定
に
つ
い
て
報

告
が
あ
っ
た
。

　
本
年
度
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

総
会
が
９
月
に
長
野
県
で
開

催
さ
れ
る
の
で
、６
名
の
会

員
が
参
加
す
る
こ
と
を
確
認

し
、支
部
総
会
を
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
は
、同
会
場

で
開
催
さ
れ
て
い
る
日
本
大

学
校
友
会
新
潟
県
支
部
総

会（
糸
魚
川
大
会
）の
懇
親

会
に
全
員
で
参
加
い
た
し
ま

し
た
。

　
　   （
文
責
　
清
野
　
修
）

静

　岡

　県

　支

　部

奈

　良

　県

　支

　部

新

　潟

　県

　支

　部

石

　川

　県

　支

　部

千

　葉

　県

　支

　部

長

　野

　県

　支

　部

　
令
和
元
年
９
月
28
日
㈯

午
後
２
時
よ
り
山
ノ
内
町
ホ

テ
ル
椿
野
に
お
い
て
、長
野

県
支
部
総
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。５
年
ご
と
に
ブ
ロ
ッ

ク
総
会
担
当
に
当
た
る
た

め
、半
年
遅
く
ブ
ロ
ッ
ク
総

会
と
同
一日
開
催
で
す
。

　
開
会
の
辞

　
挨
拶
　
原
田
支
部
長

　
議
事

　
①
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
関
係

　
②
事
業
・
会
計
報
告

　
③
監
査
報
告

　
ブ
ロ
ッ
ク
関
係
で
は
、４

月
よ
り
会
場
探
し
や
当
日
の

内
容
・
時
間
割
り
ふ
り
、ホ

テ
ル
と
の
打
ち
合
わ
せ
等
を

報
告
し
、午
後
３
時
よ
り
の

ブ
ロ
ッ
ク
総
会
で
の
役
割
分

担
に
時
間
を
か
け
ま
し
た
。

　
事
業
・
会
計
・
監
査
に
つ
い

て
は
、す
べ
て
原
案
通
り
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。そ
し

て
、郵
政
改
正
さ
れ
て
も
年

頭
に
一
度
の
み
会
費
納
入
依

頼
を
同
封
す
る
こ
と
を
確
認

い
た
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
８
名
の
出
席
で
し

た
が
、特
に
病
気
療
養
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
、無
理
を
申

し
上
げ
出
席
い
た
だ
い
た
、

監
査
の
南
沢
さ
ん
、副
支
部

長
の
望
月
さ
ん
に
は
、こ
の

場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
ス
ノ
ー
モ
ン
キ
ー
で
有
名

な
温
泉
地
で
の
両
総
会
、日

大
節
で
始
ま
る
懇
親
会
、地

元
の
詩
吟
と
舞
い
、そ
し
て

青
春
時
代
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ

時
で
の
苦
労
話
で
、心
身
と

も
に
温
か
く
な
っ
た
こ
と
も

申
し
添
え
ま
す
。

　      （
文
責
　
名
古
　
悟
）

　
令
和
元
年
９
月
15
日
㈰

14
時
か
ら
支
部
総
会
を
金
沢

市
小
立
野
公
民
館
で
開
催
し

ま
し
た
。内
容
は
以
下
の
通

り
で
す
。

㈠
平
成
30
年
度
活
動
報
告

㈡
平
成
30
年
度
会
計
報
告

㈢
令
和
元
年
度
事
業
計
画

㈣
令
和
元
年
度
組
織

㈤
令
和
元
年
度
予
算
計
画

㈥
会
員
動
向
に
つ
い
て

㈦
来
年
度
の
総
会
の
持
ち
方

　
に
つ
い
て

㈧
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
へ

　
の
参
加
に
つ
い
て

㈨
そ
の
他

　
支
部
会
員
の
近
況
と
今
後

　
令
和
元
年
９
月
28
日
㈯

午
後
４
時
か
ら
支
部
総
会
を

ア
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
浜
松
研
修

交
流
セ
ン
タ
ー
５
階
５
０
１

会
議
室
に
お
い
て
開
催
し

た
。出
席
者
は
支
部
会
員
８

名
で
、昨
年
度
は
15
名
と
参

加
者
は
減
少
し
て
い
る
が
、

当
日
に
都
合
で
欠
席
者
が
あ

り
、ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
っ
た
。

い
つ
も
の
と
お
り
参
加
さ
れ

た
方
は
、大
高
貞
男
さ
ん
、

久
保
田
勝
さ
ん
、嶋
津
亮
さ

ん
、深
澤
洋
二
郎
さ
ん
、伊

藤
幸
代
さ
ん
、幹
事
長
の
田

中
由
雄
さ
ん
、副
支
部
長
の

杉
山
秀
夫
さ
ん
と
小
松
征
夫

さ
ん
、支
部
長
の
後
藤
正
治

で
し
た
。役
員
の
熱
心
さ
と

協
力
が
総
会
を
盛
り
上
げ
て

い
ま
す
。

　
総
会
自
体
は
、例
年
ど
お

り
前
年
度
行
事
報
告
お
よ
び

本
年
度
事
業
計
画
、会
計
報

告
が
な
さ
れ
て
、来
年
３
月

の
現
役
員
の
任
期
満
了
に
伴

う
審
議
が
行
わ
れ
、そ
の
結

果
再
任
が
認
め
ら
れ
て
、議

事
が
終
了
し
た
。

　
記
念
講
演
は「
研
究
対
象

と
し
て
の
魚
の
面
白
さ
」と

題
し
て
、日
本
大
学
短
期
大

学
部
助
教
の
柿
崎
博
美
先
生

か
ら
お
話
を
伺
っ
た
。総
会

参
加
者
は
記
念
講
演
に
惹
か

れ
て
参
加
し
た
方
も
多
く
、

先
生
の
ご
講
演
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
た
。

　
総
会
に
参
加
す
る
意
義

は
、参
加
会
員
に
と
っ
て
、役

立
つ
総
会
、楽
し
い
懇
親
会

に
な
る
こ
と
で
す
。懇
親
会

で
は
全
員
、通
教
学
生
時
代

の
苦
労
や
現
状
を
紹
介
し
合

い
、会
員
ど
う
し
大
い
に
語

り
合
い
ま
し
た
。海
事
代
理

〒
350-

0158
　
埼
玉
県
北
比
企
郡
川
島
町
伊
草
二
三
四-

一

　
　
　
　
　
　
　
　
〇
四
九-

二
九
七-

三
六
一
八

日
本
大
学
校
友
会  

常
任
委
員

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
会
長
・
幹
事
長

　

  　

  

鈴

　木

　孝

　司

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〒
195-

0062
　
東
京
都
町
田
市
大
蔵
町
二
九
四
五-

二
三

　
　
　
　
　  

電
　
話
　
　
〇
四
二-

七
三
六-

〇
〇
三
四

　
　
　
　
　  

Ｆ
Ａ
Ｘ
　

　
　
　
　
　  

携
　
帯
　
　
〇
九
〇-

七
二
七
五-

八
三
二
三

日
本
大
学
校
友
会  

副
会
長

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

会
長

　

  　

  

鈴

　木

　
　
　勝

日
本
大
学
校
友
会  

委
員

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
会
長  

財
務
部
長

日
本
大
学
千
葉
桜
友
会  

顧
問

　

  

山

　本

　良

　吉

〒
290-

0011
　
千
葉
県
市
原
市
能
満
一
三
〇
六-

三

　
　
　
　
　
　
　 

勤
務
先
　
市
原
田
園
ホ
ー
ム
㈲

　
　
　
　 

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

〇
四
三
六-

二
五-

一
三
三
一

　
　
　
　 

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
四
三
六-

二
四-

二
五
五
一

〒
344-

0064
　
埼
玉
県
春
日
部
市
南
二-

四-

一
六

　
　
　
　
　
電
話
　
〇
四
八-

七
三
八-

七
一
三
〇

日
本
大
学
校
友
会  

常
任
委
員

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
会
長
・
総
務
部
長

日
本
大
学
校
友
会
埼
玉
県
支
部  

常
任
幹
事

　

  　

  

肱

　岡

　堅

　一

士
・
行
政
書
士
・
税
理
士
・
学

校
教
師
・
弁
護
士
な
ど
、卒

業
生
の
勉
強
熱
心
さ
に
感
嘆

し
た
時
間
と
な
っ
た
。

　   （
文
責
　
田
中
　
由
雄
）

　
令
和
元
号
に
な
っ
て
初
め

て
の
日
本
大
学
校
友
会
奈
良

県
支
部
総
会
は
６
月
９
日

㈰
、奈
良
県
の
世
界
遺
産
で

あ
り
、日
本
大
学
校
友
の
加

藤
執
事
長
が
お
ら
れ
る
薬
師

寺
・
ま
ほ
ろ
ば
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
大
学
校
友
会
奈
良

県
支
部
総
会
に
合
わ
せ
て
、

通
信
教
育
部
校
友
会
奈
良

県
支
部
総
会
を
開
催
す
る
の

は
今
回
で
４
回
目
で
す
が
、

通
信
教
育
部
校
友
会
か
ら
は

６
名
の
出
席
で
会
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　
オ
ー
ル
日
大
支
部
総
会
に

は
校
友
会
本
部
江
黒
事
務
局

長
を
は
じ
め
、近
隣
の
支
部

長
、通
信
教
育
部
校
友
会
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
長
津
村
氏
の
代

行
の
矢
田
健
一
郎
氏
を
含
め
、

39
名
の
参
加
者
が
あ
り
、今

年
度
は
世
界
遺
産
の
薬
師
寺

東
塔
の
工
事
中
の
内
部
が
拝

観
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、５

名
が
奥
様
同
伴
で
し
た
。加

藤
執
事
長
が
管
主
に
就
任
、

若
林
幹
事
長
が
旭
日
小
綬
章

を
受
章
さ
れ
た
こ
と
で
、お

祝
い
ム
ー
ド
満
載
で
し
た
。

　
総
会
の
講
演
で
は
、加
藤

朝
胤
執
事
長
が
薬
師
寺
東

塔
の
歴
史
と
来
年
の
春
大
修

理
完
成
に
む
け
て
の
お
話
を

さ
れ
ま
し
た
。

　
１
３
０
０
年
前
に
藤
原
京

か
ら
移
さ
れ
た
が
、戦
火
や

天
災
で
ほ
と
ん
ど
の
建
物
が

失
わ
れ
た
。東
塔
だ
け
が
火

災
か
ら
逃
れ
、そ
の
他
の
建

物
は
民
衆
の
寄
付
で
少
し
ず

つ
再
建
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

　
現
在
の
東
塔
は
、６
万
枚

通
信
教
育
部
長

　

  

川

　又

　
　
　祐

事
務
局
長

　
　
　
　

  

瀨

　川

　一

　之

　
　
　

〒
102-

8005
　
千
代
田
区
九
段
南
四-

八-

二
八

　
　
　
　
　
電
話
　
〇
三-

五
二
七
五-

八
九
〇
一

日
本
大
学
通
信
教
育
部

の
活
動
計
画
に
つ
い
て
情
報

共
有
を
行
い
ま
し
た
。特
に
、

会
員
の
減
少
へ
の
対
応
、来

年
度
の
校
友
会
の
持
ち
方
の

工
夫
な
ど
、組
織
運
営
に
つ

い
て
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
総
会
で
は
、本
年
度
卒

業
生
が
１
名
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
総

会
へ
の
参
加
に
つ
い
て
、１
名

の
参
加
を
確
認
し
ま
し
た
。

　   （
文
責
　
中
橋
　
傳
治
）

　
令
和
元
年
６
月
９
日
㈰
午

後
２
時
か
ら
千
葉
市
内
の
ホ

テ
ル
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば
に

て
、校
友
18
名
の
参
加
を
得

て
、第
46
回
支
部
定
期
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
に
は
、日
本
大
学
校

友
会
千
葉
県
支
部
幹
事
長
の

遠
藤
茂
勝
氏
と
、通
信
教
育

部
校
友
会
副
会
長
の
山
本
良

吉
氏
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
先
だ
ち
、４
月
に

急
逝
さ
れ
た
仲
井
支
部
長
の

死
去
を
悼
み
、黙
と
う
し
ま

し
た
。

　
総
会
の
総
合
司
会
は
出
﨑

副
支
部
長
が
務
め
、次
第
は

次
の
通
り
で
す
。

一　
開
会
の
辞

二
　
校
歌
斉
唱

三
　
支
部
長
挨
拶

　
行
木
副
支
部
長
よ
り
　

支
部
長
代
理
に
就
任
し
た
こ

と
を
報
告
。

四
　
来
賓
挨
拶

五
　
議
長
団
選
出

　
平
野
幹
事
・
高
橋
監
査
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

六
　
書
記
並
び
に
議
事
録
署

　
名
人
委
嘱

　
高
橋
幹
事
・
高
垣
副
支
部

長
に
そ
れ
ぞ
れ
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

七
　
議
事

⑴
平
成
30
年
度
事
業
報
告

⑵
平
成
30
年
度
決
算
報
告

⑶
平
成
30
年
度
監
査
報
告

⑷
令
和
元
年
度
活
動
計
画

⑸
令
和
元
年
度
予
算
案

　
議
事
⑴
か
ら
⑸
ま
で
、拍

手
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

⑹
そ
の
他

　
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
に
つ

い
て
、栃
木
県
支
部
か
ら
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
プ
リ
ン

ト
と
宿
泊
施
設
の
パ
ン
フ
を

配
布
し
ま
し
た
。

八
　
議
長
団
解
任

九
　
閉
会
の
辞

　
写
真
撮
影
の
後
、午
後
３

時
よ
り
懇
親
会
が
開
か
れ
、

３
名
の
新
卒
業
生
を
交
え

て
、自
己
紹
介
や
オ
カ
リ
ナ
・

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏（
平
野

幹
事
）を
楽
し
み
、午
後
５

時
に
再
会
を
約
し
て
散
会
し

ま
し
た
。

　（
文
責
　
高
垣
　
む
つ
子
）

の
瓦
の
う
ち
１
万
９
０
０
０

枚
を
新
し
い
瓦
に
変
え
た
だ

け
で
、奈
良
時
代
の
瓦
１
８

０
枚
と
材
木
の
７
割
が
創
建

当
時
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。奈

良
時
代
の
材
木
に
痛
み
が
な

か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る

そ
う
で
あ
る
。

　
工
事
中
の
東
塔
の
見
学

は
、三
重
の
塔
の
最
上
層
の

瓦
に
手
が
届
き
そ
う
な
と
こ

ろ
ま
で
で
き
、今
回
が
最
後

と
い
う
事
で
貴
重
な
体
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
懇
親
会
は
会
場
を
変
え
て

高
級
割
烹
・
東
吉
で
、お
二

方
の
就
任
報
告
と
授
与
挨
拶

か
ら
は
じ
ま
り
、婦
人
部
、

青
年
部
の
近
況
報
告
な
ど
和

気
あ
い
あ
い
と
懇
親
を
深
め

ま
し
た
。

　
今
年
度
出
席
し
た
通
信

教
育
部
校
友
は
奈
良
県
支

　
　
　

  

次
ペ
ー
ジ
に
続
く


